
研
究

ノ
ー

ト

ハ
リ
カ

ル
ナ

ソ

ス

の

マ
ウ

ソ

レ
イ

オ

ン

の
復

元

長

田

年

弘

西

洋

古
代

の
七

不
思
議

の

一
つ
に
数

え

ら

れ

た
、

カ

リ

ア

(
凶
p
『す
)

の

王

マ

ウ

ソ

ロ

ス

(
]≦
p
⊆
ω
o
δ
ω
)

の

墓

、

ハ

リ

カ

ル

ナ

ソ

ス

(
寓
巴
涛
碧
審

ω
ω
o
ω
)

の

マ
ウ

ソ

レ
イ

オ

ソ

(
ζ

p
⊆
ω
9
Φ
δ
コ
)
は
、
そ

の

正

確

な

復

元

が
史

家

の
関

心

を
呼

び

、

前

世
紀

以
来

多

く

の
研

究

が

重

ね
ら

れ

て
き

た
。

と

こ
ろ

が

一
九

八
〇

年

代

に

入

っ
て

か
ら

再
発

掘

の

成

果

を

も

と

に

、
信

頼

度

の
高

い
重

要

な

復

元
案

が

提

出

さ

れ
、

マ
ウ

ソ

レ
イ

オ

ン

の
研
究

史

に
新

た

な
展

開

を

見

せ

て

い
る
。

新

し

い
研

究

は
、

マ
ウ

ソ

レ
イ

オ

ン
発

掘

総
監

督

ク

リ

ス

テ

ィ
ア

ン

・
イ

ェ

ッ
ペ

セ

ン

(
琴

一ω
二
餌
口
』
Φ
℃
℃
Φ
ωΦ
コ
)

と
、
大

英

博

物

館

所
蔵

の

マ
ウ

ソ

レ
イ

オ

ン
彫
刻

群

を

調

査

し

カ

タ

ロ
グ

・
レ
ゾ
ネ

を

刊

行

し

た

ジ

ォ
フ

リ

ー

.

ウ

ェ
イ

ウ

ェ
ル

(
0
8
津

Φ
曳
ゆ
゜
芝

塁

≦
Φ
=
)
を

中

心

に
進

め
ら

れ

て

い

る
。

両
研

究

者

は
互

い
の
研

究

結

果

を
援

用

し

つ

つ
、

そ

れ
ぞ

れ

別
個

の
復

元
案

を
公

表

し

た
。

本

論

で

は
こ

う

し

た
新

し

い
発

掘

成

果

と

マ

ウ
ソ
レ
イ
オ
ン
復
元
に
い
た
る
実
証
の
手
続
き
を
で
き
る
だ
け
具
体
的

に
検
討
し
、
両
復
元
案
が
ど
の
程
度
の
客
観
性
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ

る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

マ
ウ
ソ
ロ
ス
は
紀
元
前
三
七
七
年
ペ
ル
シ
ア
帝
国
カ
リ
ア
州
総
督
の

地
位
を
父
か
ら
受
け
継
ぎ
、

ハ
リ
カ
ル
ナ
ソ
ス
に
遷
都
し
た
。

マ
ウ
ソ

レ
イ
オ
ン
は
都
市
の
中
央
の
ア
ゴ
ラ
に
隣
接
す
る
場
所
に
建
立
さ
れ
た

の
で
、

マ
ウ
ソ
ロ
ス
王
自
身
が
新
首
都
建
設

に
際
し
て
こ
の
位
置
を
選

ん
だ
と
さ
れ
る
。
王
は
前
三
五
三
年
に
没
し
て
お
り
、
墓
の
建
造
開
始

は
こ
の
年
以
降
と
思
わ
れ
る
。
二
年
後

の
前

三
五

一
年
王
妃
ア
ル
テ
ミ

シ
ア
も
没
し
た
が
、
伝
承
に
よ
れ
ば
墓
の
制
作
に
携
わ

っ
た
芸
術
家
達

は
、
王
妃
の
死
後
も
制
作
を
続
行
し
た
と
い
う
。
「彼
ら
は
す
で
に
そ

れ
が
、
彼
ら
自
身
の
栄
光
と
彼
ら
の
職
業
の
記
念
物
に
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
考
え
を
も

っ
た
か
ら
だ
」
と
、
プ
リ

ニ
ウ
ス

(コ
ぎ
ご
ω
)
は
そ
の
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理
由

を
伝

え

て

い
る
。

墓

の
建

築

は
従

っ
て
、

前

三

四
〇
年

代

に
終

え

ら

れ

た
と

推

定

さ

れ

る
。

マ
ウ

ソ

レ
イ

オ

ン
は
最
初

一
八

五
六

年

か

ら

五

八
年

に
か
け

て

サ

ー

・
チ

ャ
ー

ル
ズ

・

ニ

ュ
ー

ト

ン

(
ω
一「
0
7
ゆ
目一ω
ワ
伺Φ
≦
冖O
口
)

に
よ

っ
て
発

ヨ

掘

さ
れ

、

そ

の
後

約

百
年

を

経

て
、

一
九

六

六
年

か
ら

七

六
年

に

か
け

て
イ

ェ
ッ
ペ

セ

ン
を
中

心

と

す

る
デ

ン

マ
ー

ク
隊

に

よ

っ
て
再
発

掘

さ

　

れ
た
。
近
代
的
方
法
を
用
い
た
こ
の
再
発
掘
に
よ

っ
て
、
従
来
の
多
か

れ
少
な

か
れ
想
像
的
な
復
元
案
に
替
わ
る
、
よ
り
客
観
的
な
復
元
が
可

能
と
な

っ
た
。
発
掘
成
果
の
詳
細
は
イ

ェ
ッ
ペ
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
発
掘

報
告
書

の
第
四
巻
以
降
に
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

復
元
の
手
が
か
り
は
大
ま
か
に
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

図1ハ リカル ナ ソス の マ ウソ レイ オ ンの

Waywelは る復 元 東 正 面

SusanBird画

Waywell(1989)Fig.11

文
献
に
よ
る
伝
承
と
実
際
の
発
掘
物
と
で
あ

る
。

マ
ウ
ソ
レ
イ
オ
ン
に

関
す
る
数
種
の
文
献
伝
承
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
も
の
は
プ
リ
ニ
ウ
ス

　

に
よ
る
記
述
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば

マ
ウ
ソ
レ
イ
オ
ソ
は
大
ま
か
に
次

の
様
な
外
観
を
呈
し
て
い
た
。
.フ
ラ
ン
は
東

西
に
や
や
長

い
四
角
形
で
、

高
い
台
座
状
の
下
部
構
造
と
周
柱
式
の
神
殿
型
建
築
の
上
部
構
造
か
ら

な
り
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
の
屋
根
が
架
構
さ
れ
て
い
た
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

頂
点
に
は
さ
ら
に
、
四
頭
立
て
馬
車
の
彫
刻
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。
図

1
は

一
九
八
七
年
の
ウ
プ
サ
ラ
に
お
け
る
国
際
学
会
で
発
表
さ
れ
た

　

ウ

ェ
イ

ウ

ェ
ル
に

よ

る
復

元
案

、

図

2
、

3

は

一
九

九

二
年

の
ド

イ

ツ

ア

考

古

学

年

報

に
発

表

さ

れ

た

イ

ェ
ッ
ペ

セ

ン
に

よ

る
復

元
案

で
あ

る
。

以

下

に

こ

の
復

元

に
至

る
実

証

の
手

続

き

を
検

討

し
た

い
。

イ

ェ
ッ
ペ

セ

ン
に

よ

る
新

し

い
発

掘

調

査

の
最

も
重

要

な

成
果

と

な

っ

た

の

は
、

お

そ

ら

く
ボ

ド

ゥ

ル

ム

(
uσ
o
α
「⊆
B

1ー

ハ
リ

カ

ル

ナ

ソ

ス

の

現

在
名

)

の
城

塞
建

築

に

お
け

る

一
個

の

ア
ー

キ

ト

レ

ー
ヴ
部

材

の
発

ロ

　

見
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る

(図
4
)
。

マ
ウ
ソ
レ
イ
オ

ン
の
建
築
部
材

の

一
部
は
中
世
の
城
塞
建
築
に
再
利
用
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
は
城
壁

中
に
埋
め
込
ま
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。

こ
の
部
材
は
好
運
に
も
、

元
の
完
全
な
長
さ
を
測
定
し
う
る
良
好
な
保
存
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。

図
8
の
R
に
相
当
す
る
、
天
井
格
間
を
支
え
る
ク
ロ
ス
・
ビ
ー
ム
に
挟

ま
れ
た
部
材
で
あ
る
。
こ
の
発
見
は
後
に
説
明
す
る
よ
う
に
、

マ
ウ
ソ

レ
イ
オ
ン
の
上
部
構
造
と
下
部
構
造
の
形
状
を
推
定
す
る
上
で
決
定
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
部
材
の
長
さ
は
二
、
三
六
五
メ
ー
ト
ル
で
、
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図2ハ リ カ ル ナ ソ ス の マ ウ ソ レ イ オ ン の

Jeppesenに よ る 復 元 東 正 面

Jeppesen(1992)P1.27‐2

図3図2に 同 じ。

Jeppesen(1992)PI.30…2

図4ボ ドゥル ムの 城 塞 建築 で発 見 され た ア ー キ ト レー ヴ ・ブ ロ ック

Jeppesen‐Zahle(1975)Fig.6

上
部
構
造
列
柱
の
柱

問
距
離
ゐ
算
出
を
可

能
に
す
る
。
こ
う
し

て
柱
心
か
ら
柱
心
ま

で
の
柱
間
は
ほ
ぼ
三

メ
ー
ト
ル
で
あ

っ
た

こ
と
が
判
明
し
た
。

一
方
文
献
伝
承
と
発

掘
上
の
証
拠
か
ら
列

柱
の
縦
横
の
数
は
ほ

ぼ
確
実
に
推
定
し
う

る
。
な
ぜ
な
ら
列
柱

の
総
数
が
伝
承
さ
れ

て
お
り

(三
六
柱
)、

一
方
建
造
物
の
プ
ラ

ン
の
縦
横

(長
辺

・

短
辺
)
の
比
率
が
礎

石
発
掘
に
よ

っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る

(約
5
対
4
)
か
ら

で
あ
る
。
す
な
わ
ち

列
柱
は
九

×
一
一
柱

一24一



図5下 部 構 造 上 縁 の復 元

Jeppesen‐Zahle(1975)Fig.5

で
あ

っ
た

と
推

定

さ

れ

る
。

こ
う

し

て
柱

間

距
離

の
判

明

に
よ

っ
て
上

部

構

造

の
床

面

平

面

図

は
、

寸

法

を
含

め

て
か

な

り
正

確

に
復

元
さ

れ

う

る

。

列

柱

は

イ

オ

ニ
ア
式

オ

ー
ダ

ー
。
柱

礎

は

い
わ
ゆ

る
小

ア
ジ

ア
型

に

属

し
、

ト

ル

ス
と

二

つ
の

ト

ロ
キ

ロ
イ

か

ら

成

り

、

そ

の

下

に
台

石

(
勺
ぎ

島

)
が
敷

か

れ

て

い
た

(
図

5
)
。
柱
身

に

は

二
四
条

の
溝

彫

り

　

 (
フ
ル

ー

テ

ィ

ン
グ
)

が

施

さ

れ

て

い

た
。
柱

の
高

さ

は

不

明
。

図

6

は

マ
ウ

ソ

レ
イ

オ

ン
の
柱

頭

、

図

7

に
比

較
例

と

し

て
プ

リ

エ
ネ

の

ア

テ

ナ
神

殿

の
柱

頭

を

掲

げ

る

。

マ
ウ

ソ

レ
イ

オ

ン
柱

頭

の
様

式

に
は

、

列

柱

全

体

が
非

常

に
高

い
位

置

に
配

さ

れ

た

こ
と

と

関
連

す

る
、

い
く

つ
か

の
特

徴
が

指

摘

さ

れ

て

い
る
。

す

な

わ

ち

エ
キ

ノ

ス
の
卵

鏃

紋

の

上
部

が

手

前

に
強

く

張

り

出

し

て

い

る

こ
と
、

又

エ
キ

ノ

ス
の
上

部

の
、

二

つ
の
渦

巻

き

を
連

結

す

る
帯

状

の
部

分

が

幅
広

い
こ
と

、

さ

ら

に

ア

。バ
ク

ス
に

通

常

の
卵

鏃

紋

で

な

く

レ

ス
ボ

ス

風

キ

ュ

マ

テ

ィ

オ

ンー
0

(
ハ
ー

ト
と
鏃

が
交

替

す

る

文

様
)

が

用

い
ら

れ

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

こ

れ
ら

は
下
方

か
ら

の
視

点

を
強

く
意

識

し

て
生

み
出

さ

れ

た
意

匠

と

思

わ
れ

る
。

イ

ェ
ッ
ペ

セ

ン
に

よ
れ

ぼ
軒

廻

り
と

ピ

ラ

ミ

ッ
ド

型

の
屋
根

は
完

全

に
復

元
す

る

こ
と

が

可

能

と

な

っ
た

(
図

8
)
。

詳

細

な

寸

法

は

ま

だ

公
け

に
さ

れ

て

い
な

い
が

、

エ
ピ

ス
テ

ユ
ル
は

三

つ
の

フ

ァ

ス
キ

ア
と

歯

飾

り

、

コ
ル

ニ
ス
か

ら

成

っ
て

い

た
。
軒

廻

り

の
上

部

は
さ

ら

に
、

植

物

紋

(蓮

と

パ

ル

メ

ッ
ト

の
連

続

紋

)

を
浮

彫

り

し

た

シ
ー

マ
で
飾

ら
れ

て

い
た
。

シ
ー

マ
に
は
獅

子

の
頭

部

を
模

し
た

排

水
溝

が

取

り
付

12

け

ら

れ

て

い
た

(
図

9

)
。

次

に
下
部

構

造

を

見

る
。

下

部

構

造

の
上

端

部

分

も

イ

ェ
ッ
ペ

セ

ン

ー3

に

よ
れ
ば

完

全

に
復

元

し

う

る
と

い
う

(図

5
)
。

上

か

ら

コ

ル

ニ
ス
、

卵

鏃

紋

と
連

珠

紋

と

が
付

せ
ら

れ

て

い
た
。

こ

の

二

つ
の
装

飾
帯

は
、

下

方

の

ア

マ
ゾ

ノ

マ
キ

ア

を
主

題

と
す

る

フ
リ

ー
ズ

浮

彫

り

の
上
縁

を

な

し

て

い
る
。

下

部
構

造

全

体

の
形

に

つ
い

て
イ

ェ
ッ
ペ

セ

ン
と

ウ

ェ
イ

ウ

ェ
ル
は

共

に
、
彫

像

群

を

配

す

る
為

の

三

つ
の
段

の
あ

る
、

階

段

状

の
形

状

を

推

定

し

て

い

る
。

こ

の
形

は
次

の
様

な

三

つ

の
手

が

か
り

を
総

合

す

る

こ
と

で
推

定

さ

れ

た
。

ま
ず

、

下

部

構
造

の
上

面

(
上
部

構

造

の
床

面

)

は
す

で

に
述

べ
た

一25一



図6マ ウ ソ レイ オ ンの柱 頭

Drerup(1954)Fig.6

図7プ リエネ 出 土 の柱 頭

Drerup(1954)Fig.1

よ
う

に
、

柱

間

距
離

の
解

明

に
よ

っ
て
そ

の
寸

法

が
算

出

可

能

で

あ

る

(約

二
六

×

三

ニ

メ
ー

ト

ル
)
。

一
方

発

掘

に

よ

る

礎

石

の
調

査

(
図

10
)

か
ら

下

部

構
造

の
底

面

の
寸

法

が

得

ら

れ

る

(
約

三

二

×

三

八

メ
ー

ト

ル
)
。

従

っ
て
下

部
構

造

は
縦

横

共

に
、

下

辺

が

上

辺

よ

り

六

14

 メ
ー

ト

ル
ず

つ
長

か

っ
た

こ
と

が

わ

か

る
。

一
方

第

二
の
手

が

か

り
と

し

て
イ

ェ
ッ
ペ

セ

ン
が
発

見

し

た
、

青

色

石

灰
岩

を
材

質

と

す

る
複

数

の
断

片

が
問

題

と

な

る

(
図

11

)
。

断

片

は
上

縁

に

コ
ル

ニ
ス
が
刻

ま
れ

て

い
る

が
、

同

時

に
彫
像

の
台

石

を

は

め

こ
む

た

め

の
窪

み

も
備

え

て

い
る

。

イ

ェ
ッ
ペ

セ

ン

に
よ
れ

ば

こ

の

青

色

石

灰
岩

の
材

質

は

下
部

構

造

の
化

粧
貼

り

に
用

い
ら

れ

た
も

の
と

図8エ ソ タ ブ ラ チ ュ ア の 復 元

Jeppesen‐Zahle(1975)Ill.7

図9シ ー マ及 び コル ニス の 復 元

Dinsmoor(1908)Fig.2

 

15
い
う
。

出
土

し

た
彫

像

群

が

別

の
角

度

か

ら

三
番

目

の
手

が

か

り

を
与

え

て

く

れ

る
。

ウ

ェ
イ

ウ

ェ
ル
は
前

世

紀

の
発

掘

に

よ

っ
て
大
英

博

物

館

に

も

た

ら
さ

れ

た

ハ
リ

カ

ル
ナ

ソ

ス
出

土

の
人
物

像

群

を

調
査

し
、

三

つ

の

カ
テ

ゴ

リ

イ

に
分

類

し

た
。
す

な

わ

ち

。
o
δ
ω
ω
巴

。゚β
ε
Φ

(巨

像

)
と

名

付

け

ら
れ

た

ク

ラ

ス
、

冨

「o
δ

。゚
辞卑
⊆
。
と
名

付

け

ら

れ

た
等

身

大

よ

り
大

き

め

の

ク

ラ

ス
、

そ

し

て

等

身

大

の

ク

ラ

ス
で

あ

る

。

ウ

ェ
イ

ウ

ェ
ル
に

よ
れ

ば

第

一
の
巨
像

の

ク

ラ

ス
は
上

部

構

造

の
列
柱

の
間

に
、

柱

間

に

一
体

ず

つ
据

え

ら

れ

て

い
た

可
能

性

が

高

い
と

い
う
。

し

か

し

大

量

の
作

品

が

発

掘

さ

れ

た
残

る

二
種

の
彫
像

群

は
、

建

物

の
ど

こ

か

一26一



図10マ ウ ソ レイオ ン発掘 現 場(1970/72現 状)

Jeppesen‐Zahle(1975)Ill.2

16

 他
の
場
所

に
設
置
を
想
定
す
べ
き
だ
と
い
う
。
こ
う
し
て
現
存
す
る
彫

像
群

(第

三
の
手
が
か
り
)
は
先
に
述
べ
た
、
彫
像
台
石
用
の
窪
み
を

備
え
た
石
灰
岩
断
片

(第

二
の
手
が
か
り
)
と
関
連
づ
け
ら
れ
、
両
者

の
帰
属
場
所
が
大
ま
か
な
形
状
の
判
明
し
て
い
る
下
部
構
造

(第

一
の

手
が
か
り
)
の
い
ず
れ
か
の
位
置
に
も
と
め
ら
れ
た
。
結
論
と
し
て
復

図11彫 像 台石 跡 の 残 る コル ニ

ス 断片Jeppesen‐

Zahle(1975)Ill.4

元
図
に
見
ら
れ
る
様
に
、

段
の
あ
る
下
部
構
造
の
形

が
復
元
さ
れ
る
に
い
た
っ

た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
復

元
図
上
の
三
つ
の
段
の
位

置

(高
さ
)
は
仮
定
的
な

も
の
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た

先
述
の
青
色
石
灰
岩
の
化

粧
貼
り
が
下
部
構
造
の
ど

図12マ ウ ソ レイ オ ン内部 。J〔櫃 凱 ごよ

る復 元 南 面 よ り見 た 断 面 図

Jeppesen(1992)Fig.29-1
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図13ア マ ゾ ノ マ キ ア ・フ リ ー ズ

No.210‐208B.Ashmole(1972)

Fig.191

の
部

分

に
用

い
ら

れ

て

い
た

の

か

は

解

明

さ

れ

て

い

な

い

。

イ

ェ

ッ
ペ

セ

ン
は

こ

の
青

色

の

壁

面

を

下

部
構

造

の

二
段

目

に

、

ウ

ェ
イ

ウ

ェ
ル
は
最

下

段

に
想

定

し

て

い
る
。

次

に
内

部

構
造

に

つ
い

て

(
図

1712
)
。

イ

ェ

ッ
ペ

セ

ン

に

よ

る

発

掘

は

マ
ウ

ソ

レ
イ

オ

ン
墓

室

の

正
確

な

位

置

を

明
ら

か

に
し

た

(図

10
)
。

墓

室

は

建

築

物

の
中

央

や
や

西

北

に
配

さ

れ
、

西

正

面

と
短

い
廊

下

に
よ

っ
て
結

ば

れ

て

い
た
。

た
だ

し

こ

の
通
路

は
王

の
埋

葬
後

に

石
材

に
よ

っ
て
遮

断

さ

れ

た
。

墓

室

は

六

・
二

×
六

・
八

メ

ー
ト

ル
、

天

井

は
巨
大

な
荷

重

を

受

け

止

め

る

た

め

に

ア
ー

チ
構

造

を

採

用

し

て

い

た
と

推
定

さ

れ

る
。

ヴ

ォ

ー

ル
ト

に
相

当

す

る
部

材

が

発

見

さ

れ

な

い

た

め
、

イ

ェ
ッ
ペ

セ

ソ

は

ミ

ュ
ケ

ナ

イ
時

代

以
来

の
持

送

り

ア
ー

チ
が

用

い
ら

れ

た

の

で

は

18

な

い
か

と
考

え

る
。
19

次

に
彫
刻

に

つ
い

て
。

マ
ウ

ソ

レ
イ

オ

ン
発
掘

に

よ

っ
て
丸
彫

と

浮

彫

彫

刻

の

二
種

が

出

土

し

た
。

浮

彫

は
四

種

に
分

類

さ

れ

、

こ

れ
ら

の

設

置

場

所

に

つ
い

て

は
イ

ェ

ッ
ペ

セ

ン
説

、

ウ

ェ
イ

ウ

ェ
ル
説

共

に

一

致

し

て

い
る
。

す

な

わ

ち

ア

マ
ゾ

ノ

マ
キ

ア

・
フ
リ

ー
ズ

は
下
部

構

造

の
上

縁
、

戦

車

競

走

を

主
題

と
す

る

フ

リ

ー
ズ

は
上

部

構
造

内

室

の
外

壁

上

端

、

ケ

ン
タ

ウ

ロ

マ
キ

ア

・
フ

リ

ー
ズ

は

ピ

ラ

ミ

ッ
ド

上

の
馬

車

の
台

座

側
面

、

格

問

浮

彫

は

上
部

構

造

の
周
柱

の
支

え

る

天
井

に
、

そ

れ

ぞ

れ
復

元
さ

れ

て

い
る

。

こ
れ

ら

の
浮
彫

の
中

で

は

ア

マ
ゾ

ノ

マ
キ

20

ア

・
フ
リ

ー
ズ

が

最

も

保
存

状

態

が

良

い

(図

13
)
。

プ

リ

ニ
ウ

ス

は

マ
ゥ

ソ

レ
イ

オ

ン
東

面

を

ス

コ
パ

ス
が

、
北

面

を

ブ

リ

ュ
ア
ク

シ

ス
が

、

南

面

を

テ

ィ

モ
テ

オ

ス
が

、

西
面

を

レ
オ

カ

レ

ス
が

彫

刻

し

た

と
伝

え

て

お
り

、

ア

マ
ゾ

ノ

マ
キ

ア

・
フ

リ

ー
ズ

の
現

存

ス

ラ
ブ

を

様

式

に

21

よ

っ
て
四

つ
に
分

類

す

る

さ

ま
ざ

ま
な

仮

説

が
提

出

さ

れ

た
。

丸

彫
像

に
属

す

る
も

の
と

し

て
、

既

に
ふ

れ

た
人

物

像

、

馬
車

の
彫

刻

の
他

に
多

く

の
獅

子

像

が

出
土

し

て

い
る
。

こ
れ

ら

は

、

屋
根

部

材

に
台

石

の
跡

が

確

認

さ

れ

る

た

め
、

ア

ク

ロ
テ

リ

ア

で
あ

っ
た

と
さ

れ

る
。

イ

ェ

ッ
ペ

セ

ン
に
よ

っ
て
総

数

五
六

と
推

定

さ

れ

る
獅

子
像

は
、

22

右

向

き

と
左

向

き

の

二
種

が

出
土

し

て

い
る
。

図

1
、

2
、

3

に
見

る

よ
う

に
、

両
復

元
案

の
配

列

の
仕

方

に

は
大
き

な
相

違

が

み

ら

れ

る
。

イ

ェ
ッ
ペ

セ

ン
は

こ
れ

ら

の
獅

子
像

の
他

に
、

ア
ク

ロ
テ
リ

ア
四
隅

に
、

ア
ポ

ロ
ン
、

ア

ル
テ

ミ

ス
、

ニ
オ

ベ

i
、

ニ
オ

ビ

ー
デ

を

主

題

と
す

る

23

彫
像
群

(
二
×
四
体
な
い
し
三
×
四
体
)
を
想
定
し
て
い
る
。

大
英
博
物
館
所
蔵
の
丸
彫
人
物
像
が
ウ
ェ
イ
ウ

ェ
ル
に
よ

っ
て
調
査

24

分
類

さ

れ

た

こ
と

に

つ
い

て
は

既

に

ふ
れ

た

。

8
δ
ω
ω
巴

ω
富
ε

Φ
は
高

さ

二

・
七

〇

メ
ー

ト

ル
か
ら

三

メ
ー

ト

ル
、

主
題

に

よ

り
さ

ら

に
、

王

族

の
肖

像

彫

刻

と
、

犠

牲

・
狩

猟

の
各

場

面

を

描

く
も

の

の

二
種

に

分

一28一



か
れ

る
。

よ
く

知

ら

れ

た

い
わ

ゆ

る

『
マ
ウ

ソ

ロ
ス
』

と

『
ア

ル
テ

ミ

25

シ

ア
』

像

は

こ

の
第

一
の
肖
像

彫
刻

群

に
属

す

る
も

の
と

さ

れ

る
。

設

置

場
所

に

つ
い
て

ウ

ェ
イ

ウ

ェ
ル
は
肖

像

群

を
上

部

構

造

の
列
柱

間

に
、

犠
牲

・
狩

猟

場

面

を
下

部

構
造

の
下

か
ら

三
段

目

の
段

上

に
復

元
す

る
。

ウ

ェ
イ

ウ

ェ
ル

は
さ

ら

に
、

高

さ

二

・
四

〇

メ

ー

ト

ル

の

7
2
9
0

°。
富
ε

Φ
と

呼

ば

れ

る
彫

像

群

を

下

か
ら

二
段

目

に
推

定

し

て

い
る

。

こ

26

れ

ら

の
像

は
復

元

で
は

七

二
体

と

想
定

さ

れ

、

マ
ウ

ソ

ロ
ス
王
家

の
先

祖

を

現

す
肖

像

彫

刻

と
解

釈

さ

れ

て

い
る

。

下

部

構

造

の
最

下

段

に

ウ

ェ
イ

ウ

ェ
ル

は
、
残

る
等

身

大

の
像

を
復

元

し

て

い
る
。

こ
れ

ら

の

彫

像

群

は
騎

馬

及

び
歩

兵

の
ギ

リ

シ
ア
人

と

ペ

ル

シ
ア
人

の
戦

い
を
表

し

て

い
た
。

イ

ェ

ッ
ペ

セ

ン

の
復

元

案

は

ウ

ェ
イ

ウ

ェ
ル
の
も

の
と

、

彫
像

群

の

配

置

場
所

が

か
な

り
異

な

っ
て

い
る
。

ウ

ェ
イ

ウ

ェ
ル
が

ペ

ル
シ

ア
戦

争

の
彫

刻

群

を

配

し

た
最

下

段

に
関

し

て
、

イ

ェ
ッ
ペ

セ

ン
は
彫

像

の

設

置

そ

の
も

の
を

否
定

す

る

。
墓

域

を

囲
む

塀

に
よ

っ
て
覆

わ

れ

見

づ

27

ら

か

っ
た

こ

と

が

主

な

理

由

と

し

て
挙

げ

ら

れ

て

い

る

(
図

3

)
。

イ

ェ
ッ
ペ

セ

ン
は

ペ

ル

シ

ア
戦

争

を

表

す
彫

像

群

を

下

か
ら

三
段

目

の

段

上

に
、
ゴ
臼
。
8

ω
冖p
ε
①
を
柱

間

と

屋
根

上

に
復

元
す

る
。

彼

は

さ

ら

に
上
部

構

造

の
内

室

外

壁

に
関

し

て
、

図

2
、

3

に
見

ら

れ

る

よ

う

な

28

段
の
あ
る
形
状
を
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
外
壁
下
段
に
は
、
下
部
構
造

に
も
用

い
ら
れ
て
い
る
青
色
石
灰
岩
が
、
上
段
に
は
通
常
の
白
大
理
石

が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
列
柱
内
側
壁
面
上
段
に
8
一。
ωω巴

・゚鼠
ε
Φ
が
帰
せ
ら
れ
て
い
る
。
イ

ェ
ッ
ペ
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
上
部
構
造

に
用
い
ら
れ
た
青
色
化
粧
貼
り
は
正
面
が
垂
直
で
あ
る
の
に
対
し
、
下

部
構
造
に
用
い
ら
れ
た
化
粧
貼
り
は
下
部
が
手
前
に
張
り
出
し
て
い
る

(台
形
の
下
部
構
造
に
合
わ
せ
て
正
面
が
斜
面
を
な
し
て
い
る
)
た
め
、

出
土
し
た
青
色
石
灰
岩
が
ど
の
位
置
に
あ

っ
た
か
は
お
お
よ
そ
識
別
し

う
る
と
い
う
。

下
か
ら
二
段
目
の
段
上
の
彫
刻
に
関
し
て
イ

ェ
ッ
ペ
セ
ン
は
、
東
面

は
謁
見
の
場
面
を
、
西
面
は
狩
猟
の
場
面
を
、
南
北
面
は
犠
牲
行
列
の

29

場
面

を

表

し

て

い
た
も

の
と
考

え

る
。

建
築

物

東

側

で
発

見

さ
れ

た
、

左

手

に
杖

を

持

つ
高

さ

三

メ
ー

ト

ル

の
座
像

を
、

イ

ェ

ッ
ペ

セ

ン
は
東

面

扉

口
の
前

に
復

元
す

る

。

マ
ウ

ソ

ロ
ス
そ

の
人

ま

た

は

王
家

の
先

祖

の
像

と

さ

れ
、

こ

の
人

物

を
中

心

と

し

て
謁

見

の
場

面
が

構

成

さ

れ

て

い

た
と

想
定

す

る
。

屋

根

の
ピ

ラ

ミ

ッ
ド

頂

上

に
据

え

ら

れ

た
戦

車

上

の
彫

像

に
関

し

て

は
、

イ

ェ

ッ
ペ

セ

ン
、

ウ

ェ
イ

ウ

ェ
ル
共

に
、

御

者

一
体

ま

た

は

マ
ウ

ソ

ロ

ス
王

と

ア

ル

テ

ミ

シ
ア

王
妃

の

二
体

の

い
ず

れ

か
が

配

さ

れ

て

い
た
と

す

る
。

ち
な

み

に

イ

ェ
ッ
ペ

セ

ン
に

よ
れ

ぼ

、

マ
ウ

ソ

レ
イ

オ

ン
に

は

総

計

四

一
〇

な

い
し

三
七

五
体

の
人

物

な

い
し
動

物

像

が

配

さ

れ

て

い

30

た

と
推

定

さ

れ

る
。

最

後

に

マ
ウ

ソ

レ
イ

オ

ン

の
建

築

史

上

の
位

置

づ

け

に

つ

い
て
ま

と

め

て

お
き

た

い
。

ハ
リ

カ

ル

ナ
ソ

ス
の

マ
ウ

ソ

レ
イ

オ

ン
は

リ

ュ
キ

ア

地
方

の
墳

墓

モ

ニ

ュ
メ

ン
ト

の
伝

統

に
位

置
づ

け

る

べ
き

で
あ

ろ
う

。
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こ
の
地
方

の
石
棺
は
高

い
台
座
上
に
据
え
ら
れ
る
の
が
常
で
あ

っ
た
。

ま
た
浮
彫
を
有
す
る
台
座
状
の
下
部
構
造
、
イ
オ

ニ
ア
式
列
柱
間
に
配

さ
れ
た
彫
刻
群
と
い
っ
た
諸
特
徴
は
、
す
で
に
ク
サ
ン
ト
ス
の
ネ
レ
イ

ド

・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
先
行
例
が
見
出
だ
さ
れ
る
。

マ
ウ
ソ
レ
イ
オ
ン

31

の
場
合
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
型
の
屋
根
の
用
い
ら
れ
た
点
が
独
特
で
あ
る
。
マ

ウ
ソ
レ
イ
オ
ン
の
も
う

一
つ
の
特
色
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
そ
の
巨
大

な
寸
法
で
あ
る
。
イ

ェ
ッ
ペ
セ
ン
に
よ
れ
ば
下
部
構
造
の
下
か
ら
三
段

目
の
彫
刻

は
、
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
破
風
彫
刻
の
高
さ
に
等
し
い
位
置
に

32

あ
る
と
い
う
。
建
造
物
全
体
の
巨
大
さ
は
驚
く
べ
き
も
の
で
、
古
代
の

人
々
が
七
不
思
議
の

一
つ
に
数
え
あ
げ
た
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。

註
以
下
の
註

に
お
い
て
次

の
文
献
略
号
を
用

い
る
。

一30一

 

前

世

紀

の

発

掘

史

に

つ

い

て

は

ミ

塁

≦

①
=

(
お

刈
o。

)
弓

.
一
{
h
°
噛
即

閃
凶Φ
∋

ρ
コ
昌
℃
℃
P
ロ
ぐ
、ω

力
Φ
巴
Φ
コ
O
蜜
〇
一〇
℃
P
Φ
α
一Φ

畠
Φ
同

O
冨
ω
ω
凶ω
O
ゴ
Φ
コ

〉

一冖Φ
二

=
∋

oo
,



5

空

三
昜

℃
Z
讐
ξ

巴
圃ω
震

ω
8
「冨

ω
9

ωO

l

ω
ご

ス

コ
パ

ス
の
同

時
代

人

で

あ

り
競

争

者

で
あ

っ
た

の

は
ブ

リ

ュ
ア
ク

シ
ス
、
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ィ
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テ

ウ
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、

そ

し
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レ
オ

カ

レ

ス

で
あ

り
、

わ
れ

わ

れ

が

こ

れ
ら

の
人

々
を

ス

コ
パ

ス
と

と

も

に

論

じ

な
け

れ

ば

な

ら

な

い

の
は

、
彼

ら
が

ス

コ
パ

ス
と

と
も

に

マ
ゥ

ソ

レ

ウ

ム
の
彫

刻
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制
作

し

た

か
ら

で
あ

る
。

マ
ウ

ソ
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ウ

ム
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ア

ル

テ

ミ
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が
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カ
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太
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〇

七
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ピ
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五
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ー
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九
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死

ん
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夫
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ソ

ル
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の
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め
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築

造

し
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る

。

こ

れ

ら

の
芸

術

家

た

ち

は
、
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不

思
議
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一
つ
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あ

る

建

物
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っ
た
。
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の
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な

か

っ
た
。
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四
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〇
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囲
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リ

ュ
ア

ク

シ
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、

南

側

は

テ

ィ

モ
テ

ウ

ス
が

、

そ

し

て

西
側

は

レ

オ

カ
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彫

刻

し

た
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そ
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の
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を
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彼
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だ

。
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の

は
、

彼
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に
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光
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業
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う
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っ
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た
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だ

。
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彼
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倆
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て
、

互
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り
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て
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え

ら

れ
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い
る
。

彼
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五

の
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術
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加
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っ
た
。

と
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狭
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っ
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て
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い
る
。
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っ
て
、

こ
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た
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